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試
で
英
語
４
技
能
の
能
力
が
求
め
ら

れ
な
い
こ
と
の
影
響
が
大
き
い
」
と

話
す
。

　

そ
の
一
方
、
大
学
入
試
に
お
い
て

も
４
技
能
を
測
定
す
る
外
部
試
験
の

活
用
が
進
ん
で
い
る
。
入
試
を
変
え

る
こ
と
で
高
校
の
指
導
現
場
を
変
え

る
、
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
効
果
を
期

待
し
た
も
の
で
あ
る
。

大
学
独
自
の
４
技
能
試
験
は
困
難

　

文
科
省
・
齋
藤
氏
は
、
４
技
能
を

測
定
す
る
入
試
と
し
て
外
部
試
験
を

推
奨
す
る
理
由
を
２
つ
上
げ
る
。

　

一
つ
は
、大
学
が
独
自
に
「
書
く
」

「
話
す
」
と
い
う
入
試
を
実
施
す
る

に
は
、
コ
ス
ト
や
手
間
の
面
で
負
担

が
大
き
い
と
い
う
点
だ
。
日
本
英
語

検
定
協
会
が
主
要
国
公
私
立
大
学
の

入
試
関
係
者
１
０
０
名
に
行
っ
た
調

査
に
よ
る
と
、
66
％
が
「
４
技
能
を

測
定
す
べ
き
」
と
し
な
が
ら
、「
独

自
で
実
施
が
可
能
」
と
し
た
の
は

11
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
大
学
独

自
で
実
施
で
き
な
い
と
い
う
問
題
に

対
し
、
外
部
試
験
の
活
用
は
一
つ
の

解
決
策
と
な
る
。

　

も
う
一
つ
は
、「
外
部
試
験
の
国

際
的
な
通
用
性
」（
文
科
省
・
齋
藤
氏
）

が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
団
体
の

ウ
ォ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
効
果

　

今
、
英
語
の
４
技
能
の
重
要
性
が

改
め
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
中
教
審

の
答
申
（
２
０
１
４
年
12
月
）
で
は
、

英
語
は「
読
む
」「
書
く
」「
話
す
」「
聞

く
」
の
４
技
能
を
総
合
的
に
評
価
・

育
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
、

大
学
入
試
に
お
け
る
外
部
試
験
の
活

用
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。
入
試
と
の

兼
ね
合
い
で
注
目
さ
れ
は
じ
め
た
英

語
４
技
能
。
た
だ
、
４
技
能
に
つ
い

て
は
以
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
課
題

で
も
あ
る
。

　

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
国

際
教
育
課
主
任
学
校
教
育
官
の
齋
藤

潔
氏
は
、「
現
在
、
２
０
２
０
年
の

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
議
論
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
前
回
の
２
０
０�

８
年
の
改
訂
の
と
き
に
す
で
に
４
技

能
を
重
視
す
る
と
い
う
こ
と
は
掲
げ

ら
れ
て
い
た
」
と
指
摘
す
る
。

　

問
題
は
、
実
際
の
指
導
現
場
で
４

技
能
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
教
育
が
あ

ま
り
進
ん
で
い
な
い
こ
と
だ
。
あ
る

民
間
の
調
査
に
よ
る
と
、「
書
く
」「
話

す
」
と
い
う
発
信
型
の
技
能
を
実
践

す
る
機
会
は
、
中
学
２
年
以
降
に
減

少
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。文
科
省
・

齋
藤
氏
は
こ
の
原
因
に
つ
い
て
、「
入

「４技能」の入試拡大で
英語の授業改善が迫られる
　文科省は、英語の４技能をより重視する観点から、外部試験の活用を促している。
これを背景に、入試で外部試験を活用する大学が増えている。なかでも４技能を問
う新しい英語試験 TEAPの拡大は注目される。一方、新テストでは「英語外部試験
の活用」が検討されている。英語外部試験をめぐる状況を取材した。

入試での英語外部試験の導入特集

ス
コ
ア
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
（
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
共
通
参
照
枠
）
と
い
う
言
語
能
力

を
評
価
す
る
国
際
指
標
に
よ
っ
て
、

Ｃ
２
～
Ａ
１
の
レ
ベ
ル
で
客
観
的
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
コ
ア
を
入
試
の

英
語
試
験
の
点
数
と
し
て
換
算
す
る

な
ど
、
入
試
に
活
用
で
き
る
仕
組
み

が
整
っ
て
い
る
の
だ
。

外
部
試
験
受
験
者
ほ
ど
優
秀

　

３
月
に
公
表
さ
れ
た
文
部
科
学
省

に
よ
る
民
間
の
英
語
の
資
格
・
検
定

試
験
の
活
用
実
態
に
関
す
る
最
新
の

調
査
に
よ
る
と
、
２
０
１
６
年
度
入

試
で
英
語
の
外
部
試
験
を
活
用
し
た

大
学
は
43
％
（
図
表
１
）
で
、
２
０�

１
３
年
度
入
試
の
調
査
よ
り
も
７
・

２
％
上
昇
し
た
。
推
薦
は
29
・
２
％
、

Ａ
Ｏ
は
24
・
2
％
だ
っ
た
が
、
一
般

入
試
は
６
・
３
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

一
般
入
試
に
お
け
る
活
用
が
ど
こ
ま

で
広
ま
る
か
が
今
後
注
目
さ
れ
る
。

文部科学省初等中等教育局
国際教育課主任学校教育官

齋藤　潔 氏

●特集　入試での英語外部試験の導入

の
「
最
終
報
告
」（
２
０
１
６
年
３

月
31
日
）
で
は
、「
大
学
入
学
希
望

者
学
力
評
価
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
で

英
語
の
４
技
能
の
評
価
を
推
進
す
る

こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
新

テ
ス
ト
で
外
部
試
験
を
活
用
す
る
議

論
も
あ
る
が
、
実
際
に
は
ど
う
な
る

の
か
？

　
「
最
終
報
告
」
で
は
、「
民
間
の
資

格
・
検
定
試
験
の
知
見
の
積
極
的
な

活
用
の
在
り
方
な
ど
も
含
め
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
文
科
省
・
齋
藤
氏

は
次
の
よ
う
な
見
通
し
を
示
す
。

　
「
民
間
の
事
業
者
の
知
見
を
活
用

し
な
が
ら
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
に

代
わ
る
新
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
程
度
関

与
す
る
形
で
設
計
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
公
的
な
共
通
テ

ス
ト
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
で
、
民

間
の
知
見
を
活
用
す
る
と
い
う
方
向

に
な
る
と
思
い
ま
す
」

　

具
体
的
に
見
る
と
、「
話
す
」
に

つ
い
て
は
事
例
と
し
て
、「
録
音
機

能
の
つ
い
た
電
子
機
器
（
例
え
ば
、

Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
型

Ｐ
Ｃ
な
ど
）
に
よ
る
音
声
吹
き
込
み

試
験
」
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
環
境

整
備
や
採
点
な
ど
の
観
点
か
ら
「
十

分
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
。
４
技
能
を
ど
の
よ
う
に
測
定

す
る
の
か
、
課
題
は
多
い
。

　

た
だ
、「
書
く
」「
話
す
」
と
い
う

発
信
型
の
技
能
を
新
テ
ス
ト
で
評
価

す
る
方
向
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

重
視
す
べ
き
だ
。
高
校
の
指
導
現
場

で
は
、
発
信
型
の
英
語
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

大
学
入
試
の
た
め
の
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｐ

　

上
智
大
学
が
日
本
英
語
検
定
協
会

と
共
同
開
発
し
た
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｐ
は
、

２
０
１
５
年
度
入
試
か
ら
導
入
さ
れ
、

他
大
学
の
入
試
に
広
ま
っ
て
い
る
。

２
０
１
６
年
度
に
は
青
山
学
院
大
学

や
立
教
大
学
、
東
京
海
洋
大
学
が
利

用
し
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
は
明
治

大
学
や
早
稲
田
大
学
が
加
わ
る
。

　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｐ
が
大
学
関
係
者
か
ら
評

価
さ
れ
て
い
る
理
由
の
一
つ
は
、「
日

本
の
大
学
入
試
の
た
め
に
作
ら
れ
て

い
る
」
と
い
う
点
だ
。

　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｐ
の
開
発
に
携
わ
っ
た
上

智
大
学
外
国
語
学
部
英
語
学
科
の
和

泉
伸
一
教
授
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
試
験
と
い
う
の
は
目
的
が
あ
っ

て
、
目
的
か
ら
遡
っ
て
問
題
構
成
を

考
え
ま
す
。
例
え
ば
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ

は
ア
メ
リ
カ
留
学
が
目
的
で
す
か
ら
、

　

同
調
査
で
は
、
大
学
と
学
生
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
行
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
外
部
試
験
を
活
用

し
な
い
大
学
は
、「
自
校
が
行
っ
て

い
る
入
学
者
選
抜
の
方
法
で
十
分
と

考
え
て
い
る
」（
74
・
２
％
）
と
す

る
回
答
が
最
も
多
か
っ
た
。
そ
の
理

由
の
一
番
に
上
が
っ
た
の
が
、「
４

技
能
の
能
力
の
測
定
を
し
な
く
て
も

優
秀
な
学
生
が
確
保
で
き
る
」

（
13
・
1
％
）
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

一
方
、
高
校
時
代
に
英
語
の
外
部

試
験
を
受
験
し
た
学
生
は
37
・
３
％

で
、
そ
の
受
験
者
の
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
の
レ

ベ
ル
は
お
よ
そ
Ａ
２
（
43
％
）
～
Ｂ

１
（
31
・
９
％
）
だ
っ
た
。
こ
れ
は

高
校
生
の
平
均
よ
り
も
か
な
り
高
い

レ
ベ
ル
だ
。
外
部
試
験
を
受
験
し
た

理
由
と
し
て
は
、「
高
校
の
学
習
活

動
の
一
環
と
し
て
」（
35
・
２
％
）

に
次
い
で
、「
個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
」（
29
・
６
％
）
が
上
が
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
文
科
省
・

齋
藤
氏
は
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。

　
「
外
部
試
験
を
受
験
し
て
い
る
高

校
生
は
、
か
な
り
意
識
が
高
く
、
優

秀
な
人
が
い
ま
す
。
大
学
側
は
、
本

当
に
優
秀
な
学
生
を
入
学
さ
せ
た
い

の
で
あ
れ
ば
、
英
語
は
４
技
能
を
測

定
す
る
試
験
を
考
え
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
状
況
に
あ
る
と
思
い
ま

す
」

　

４
技
能
の
能
力
の
測
定
を
し
な
く

て
も
優
秀
な
学
生
が
確
保
で
き
る
と

考
え
て
い
る
と
、
取
り
残
さ
れ
る
恐

れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

新
テ
ス
ト
は
民
間
と
共
同
開
発

　
「
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議
」

図表１　大学入試で英語の民間資格・検定試験を活用する割合
� （国公私立695校回答、複数回答、文部科学省調べ）

純計 推薦 ＡＯ 一般

国立 35（43.2％） 18（23.5％） 11（13.6％） 9（11.1％）

公立 21（26.3％） 17（21.3％） 8（10.0％） 1（  1.3％）

私立 243（45.5％） 168（31.5％） 149（27.9％） 34（  6.4％）

計 299（43.0％） 203（29.2％） 168（24.2％） 44（  6.3％）
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け
ら
れ
る
。

　
「
現
時
点
で
ど
こ
ま
で
で
き
る
の

か
、
学
校
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
か

な
り
差
は
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
文
科
省
の
学
習
指
導

要
領
を
見
て
も
、
全
国
的
に
動
こ
う

と
し
て
い
る
方
向
は
発
信
型
の
英
語

で
す
。
例
え
ば
、
今
ま
で
の
英
作
文

は
、
日
本
語
を
英
語
に
訳
し
な
さ
い

と
い
う
短
文
レ
ベ
ル
で
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
自
分
の
意
見
を
発
信
で
き

る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
重
要
な
の

は
、
た
だ
の
発
信
で
は
な
く
、
エ
ッ

セ
イ
な
ど
を
読
む
な
ど
一
度
受
信
し

て
か
ら
発
信
す
る
と
い
う
英
語
力
で

す
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、
こ
の

試
験
自
体
が
、
高
校
英
語
教
育
に
対

す
る
一
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
っ
て

い
ま
す
」（
上
智
大
・
和
泉
教
授
）

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｐ
を
大
学
の
授
業
で
活
用

　

セ
ン
タ
ー
試
験
や
各
大
学
の
個
別

試
験
と
い
う
の
は
基
本
的
に
デ
ー
タ

の
蓄
積
が
な
い
が
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｐ
で
は

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
よ
う

に
、
過
去
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い

る
。
統
計
的
な
調
査
を
行
い
、
選
別

し
た
質
の
高
い
問
題
の
み
が
掲
載
さ

れ
、
よ
り
精
度
の
高
い
正
確
な
測
定

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ス

コ
ア
の
比
較
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
大
学
入
試
は
問
題
内
容
や
質
、

難
易
度
が
毎
回
微
妙
に
変
わ
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｐ
は
そ
こ
が

調
整
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
回
の
ス
コ

ア
と
比
べ
て
英
語
力
が
ど
れ
だ
け
伸

び
た
の
か
を
測
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」（
上
智
大
・
和
泉
教
授
）

　

こ
う
し
た
特
性
か
ら
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｐ

は
大
学
の
授
業
で
も
活
用
さ
れ
て
い

る
。
上
智
大
学
で
は
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｐ
を

入
学
時
の
プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト

と
し
て
使
う
ほ
か
、
各
学
年
ご
と
に

実
施
し
て
英
語
力
の
レ
ベ
ル
チ
ェ
ッ

ク
に
活
用
し
て
い
く
。

　
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｐ
を
共
通
に
課
す
こ
と

で
、
学
年
間
の
比
較
や
学
部
・
学
科

間
の
比
較
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
や
学
部
・

学
科
の
英
語
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
効
果

を
検
証
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
縦
・

横
の
比
較
が
で
き
る
の
は
、
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｐ
な
ら
で
は
。
今
ま
で
は
、
学
部
ご

と
に
違
う
試
験
を
使
っ
て
い
た
の
で
、

比
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
」（
上
智
大
・
和
泉
教
授
）

　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｐ
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
と
も
対

応
し
て
い
る
の
で
、
国
際
的
な
基
準

で
自
分
の
英
語
能
力
を
測
る
こ
と
が

ア
メ
リ
カ
の
文
化
的
な
背
景
や
ア
メ

リ
カ
の
大
学
の
授
業
を
想
定
し
た
内

容
が
入
っ
て
き
ま
す
。
す
る
と
、
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
の
試
験
の
ス
コ
ア
は
換
算

表
が
あ
る
の
で
あ
る
程
度
参
考
に
は

な
り
ま
す
が
、
日
本
の
大
学
に
入
る

目
的
に
は
か
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
生

徒
は
目
的
に
か
な
っ
て
い
な
い
問
題

を
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。
高
校
の
先
生
方
や
生
徒
に

し
て
み
る
と
、
な
ぜ
日
本
の
高
校
の

授
業
で
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
の
た
め
に
勉
強

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
説
明

が
つ
き
ま
せ
ん
」

　

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
は
ア
メ
リ
カ
留
学
、

Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
は
イ
ギ
リ
ス
留
学
や
オ�

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
留
学
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

は
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
的
と
し
た
試
験
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
外
部
試
験
を

入
試
に
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

高
校
現
場
か
ら
の
反
発
が
あ
る
。
本

来
、
入
試
と
は
高
校
に
お
け
る
学
習

到
達
度
を
測
る
も
の
だ
が
、
英
語
外

部
試
験
は
高
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

反
映
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
か

ら
だ
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、「
日
本

の
大
学
入
試
の
た
め
の
科
学
的
に
検

証
さ
れ
た
４
技
能
の
試
験
」（
上
智

大
・
和
泉
教
授
）
を
目
指
し
て
作
ら

れ
た
の
が
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｐ
な
の
で
あ
る
。

高
校
と
大
学
の
接
点
を
測
定

　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｐ
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、

学
習
指
導
要
領
の
検
証
や
高
校
教
員

へ
の
調
査
な
ど
高
校
側
の
ニ
ー
ズ
分

析
を
行
う
と
と
も
に
、
大
学
側
の

ニ
ー
ズ
分
析
も
行
っ
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
高
校
と
大
学
の
“
接
点
”

を
測
定
す
る
試
験
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｐ
に
は
、
高
校
で
学
習

す
る
英
語
と
と
も
に
、
大
学
の
授
業

で
行
う
英
語
の
内
容
も
入
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
大
学
で
目
指
す
べ
き

英
語
の
能
力
を
示
し
な
が
ら
、
現
時

点
で
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
を
測
定
す

る
試
験
に
な
っ
て
い
ま
す
」（
上
智

大
・
和
泉
教
授
）

　

試
験
内
容
を
見
る
と
、「
書
く
」「
話

す
」
の
部
分
で
は
、
現
在
の
高
校
の

英
語
の
レ
ベ
ル
か
ら
す
る
と
、
か
な

り
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
問
題
も
見
受

上智大学外国語学部
英語学科

和泉伸一 教授

は
、
受
験
対
策
よ
り
も
、
教
科
書
を

元
に
徹
底
的
に
面
白
い
授
業
を
や
っ

て
ほ
し
い
」
と
上
智
大
・
和
泉
教
授

は
強
調
す
る
。

受
験
の
公
平
性
の
確
保
が
課
題

　

英
語
の
外
部
試
験
は
、
受
験
料
や

試
験
会
場
の
面
か
ら
、
受
験
の
公
平

性
が
確
保
で
き
る
か
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
受
験

者
数
が
増
え
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度

の
受
験
料
の
低
下
や
会
場
数
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
見
方
が
あ
る
。

大
学
に
よ
っ
て
は
、
多
く
の
外
部
試

験
の
選
択
肢
を
設
け
て
、
で
き
る
だ

け
誰
に
で
も
受
験
機
会
が
得
ら
れ
る

よ
う
工
夫
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

一
方
で
、
外
部
試
験
は
複
数
回
受
験

が
可
能
で
、
一
つ
の
ス
コ
ア
が
複
数

の
大
学
受
験
に
活
用
で
き
る
こ
と
は

受
験
生
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

英
語
の
外
部
試
験
を
一
般
入
試
で

導
入
す
る
主
な
大
学
は
図
表
２
の
通

り
。
利
用
の
仕
方
は
、
出
願
要
件
に

利
用
す
る
ケ
ー
ス
や
合
否
判
定
に
利

用
す
る
ケ
ー
ス
（
点
数
換
算
、
点
数

加
算
）
な
ど
が
あ
る
。
高
校
生
に
は

早
め
の
意
識
づ
け
が
必
要
と
な
る
。

�

（
取
材
・
文
／
沢
辺
有
司
）
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で
き
る
。
そ
し
て
、
ス
コ
ア
に
基
づ

い
て
、
４
技
能
の
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の

ア
ド
バ
イ
ス
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ

れ
る
の
で
、
英
語
学
習
の
改
善
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
技
能
の
学
習
が
効
果
的

　

２
０
１
５
年
度
の
英
語
力
調
査

（
高
校
３
年
生
）
で
は
、
依
然
と
し

て
「
書
く
」「
話
す
」
に
大
き
な
課

題
が
見
ら
れ
た
。
た
だ
そ
の
な
か
で

も
、「
話
す
」「
書
く
」
の
テ
ス
ト
ス

コ
ア
が
高
い
ほ
ど
、
ス
ピ
ー
チ
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
経
験
し
た
生

徒
の
割
合
が
高
い
と
い
う
傾
向
が
見

ら
れ
た
。
文
科
省
・
齋
藤
氏
は
、「
高

校
の
現
場
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
取
り
入
れ
た
授
業
改
善
を

行
う
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
く
、
そ
れ

が
テ
ス
ト
結
果
に
反
映
さ
れ
て
い

る
」
と
指
摘
す
る
。

　

今
後
、
高
校
の
英
語
教
員
は
、「
入

試
が
変
わ
ら
な
い
か
ら
、
授
業
を
変

え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
い
う

言
い
訳
が
で
き
な
く
な
る
。
授
業
改

善
は
必
要
だ
。
外
部
試
験
を
授
業
等

で
活
用
す
る
事
例
と
し
て
は
、

　
「
英
語
４
技
能
試
験
情
報
サ
イ
ト

http://4skills.eiken.or.jp/

」
な
ど

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

上
智
大
・
和
泉
教
授
は
４
技
能
の

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
教
育
を
勧
め
る
。

　
「
今
の
高
校
の
英
語
は
、『
読
む
』

『
聞
く
』
だ
け
に
特
化
し
て
い
ま
す

が
、
後
か
ら
『
書
く
』『
話
す
』
を

伸
ば
そ
う
と
し
て
も
、
頭
で
っ
か
ち

に
な
っ
て
で
き
ま
せ
ん
。
本
来
な
ら

『
書
く
』『
話
す
』
を
同
時
に
学
ん
だ

ほ
う
が
『
読
む
』『
聞
く
』
の
力
も

伸
び
ま
す
。
し
か
も
刺
激
が
あ
っ
て

面
白
い
ん
で
す
」

　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｐ
の
よ
う
な
試
験
は
、
本

当
の
実
力
が
問
わ
れ
る
。「
高
校
で

図表２　一般入試で英語外部試験を活用する主な大学
� （2016年度入試、一部2017年度入試情報を更新）

大学名 導入方法・備考 主な試験
青山学院大学 出願資格 TEAP

神田外語大学 みなし満点 Cambridge English、英検、GTEC CBT、IELTS、TEAP、TOEFL iBT、
TOEFL Junior Comprehensive、TOEIC ＆ TOEIC SW　等

上智大学
英語免除
（2017 年度から全学科一般入
試で４技能実施）

TEAP

東京海洋大学
出願資格
（海洋科学部全学科の出願要件。
センター、個別とも受験必要）

英検、GTEC CBT、GTEC for STUDENTS、IELTS、TOEFL iBT、
TOEIC　等

東京理科大学
出願資格
（経営学部ビジネスエコノミク
ス学科）

TEAP

東洋大学 出願資格、みなし満点 英検、TOEFL iBT、TOEIC　等

獨協大学 出願要件 英検、GTEC CBT、IELTS、TEAP、TOEFL iBT、TOEIC&TOEIC SW、
国連英検　等

法政大学 出願資格 英検、IELTS、TOEFL iBT、TOEFL PBT、TOEIC

武蔵野大学 英語免除 Cambridge English、英検、GTEC CBT、IELTS、TEAP、TOEFL iBT、
TOEIC ＆ TOEIC SW　等

明治大学
英語免除＆点数加算
（2017 年度から経営学部、政
治経済学部で実施）

英検、IELTS、TEAP、TOEFL iBT、TOEIC ＆ TOEIC SW　等

立教大学 英語免除 英検、GTEC CBT、IELTS、TEAP、TOEFL iBT、TOEIC ＆ TOEIC SW等

早稲田大学
出願資格
（2017年度から文化構想学部、
文学部で実施）

英検、IELTS、TEAP、TOEFL iBT

中京大学 出願資格、みなし満点 英検、GTEC CBT、IELTS、TEAP、TOEFL iBT、TOEIC
南山大学 みなし満点 IELTS、TEAP、TOEFL iBT

関西学院大学 英語免除 Cambridge English、英検、GTEC CBT、IELTS、TEAP、TOEFL iBT、
TOEIC ＆ TOEIC SW　等

立命館大学 みなし満点 英検、GTEC CBT、IELTS、TOEFL iBT
山口大学 点数加算 英検、GTEC for STUDENTS、IELTS、TOEFL iBT、TOEIC

九州工業大学 点数加算 Cambridge English、英検、GTEC CBT、IELTS、TEAP、TOEFL iBT、
TOEFL Junior Comprehensive 、TOEIC　等

長崎大学 みなし満点 英検、GTEC CBT、IELTS、TOEFL iBT、TOEFL Junior 
Comprehensive、TOEIC　等

立命館アジア太
平洋大学 みなし満点 英検、GTEC CBT、IELTS、TEAP、TOEFL iBT、TOEFL Junior 

Comprehensive、TOEIC　等


